
別添３ 

設計審査等の審査員・検査員の養成に係る学科研修の科目別標準時間数 

 

設計審査の審査員（単位 時間） 

科目 

 

対象となる場合 

対象機械

等の構造 

材料及び

試験方法 

工作及び

試験方法 

附属装置

及び附属

品 

関係法令、強

度計算方法及

び検査基準 

合計 

安衛法別表第４の２第１号イ、本通達

別添２の２（２）①ウ、②ウ（３）

⑤、（４）③、（５）⑤及び（６）③の

学科研修（160 時間以上） 

20 10 70 10 50 160 

安衛法別表第４の２第１号ロ、本通達

別添２の２（２）①エ、②エ（３）

⑥、（４）④、（５）⑥及び（６）④の

学科研修（210 時間以上） 

25 15 90 15 65 210 

本通達別添２の２（２）①ア、②ア、

（４）①及び（６）①の学科研修（５

時間以上） 

    ５ ５ 

本通達別添２の２（３）①ア及び

（５）①の学科研修（110 時間以上） 
 10 70  30 110 

 

製造時等検査の検査員（単位 時間） 

科目 

 

対象となる場合 

対象機械

等の構造 

材料及び

試験方法 

工作及び

試験方法 

附属装置

及び附属

品 

関係法令、強

度計算方法及

び検査基準 

合計 

安衛法別表第６第１号イ、本通達別添

２の２（１）②ケ、③ク、（２）⑥及

び（３）⑥の学科研修（160 時間以

上） 

20 10 70 10 50 160 

安衛法別表第６第１号ロ、本通達別添

２の２（１）②コ、③ケ、（２）⑦及

び（３）⑦の学科研修（210 時間以

上） 

25 15 90 15 65 210 

本通達別添２の２（１）①ア、②ア、

③ア、（２）①及び（３）①の学科研

修（110 時間以上） 

 10 70  30 110 

本通達別添２の２（１）①エ及びオの

学科研修（45 時間以上） 
20    25 45 

本通達別添２の２（１）①カ、②キ及

び③カの学科研修（95 時間以上） 
10 ５ 65 ５ 10 95 

本通達別添２の２（１）①キ、②ク及

び③キの学科研修（80 時間以上） 
 ５ 65  10 80 

（備考） 

１ 設計審査の審査員と製造時等検査の検査員の研修は、「関係法令、強度計算及び検査基準」のうち安衛法第 47 条

第３項に規定する方法に関する事項を除き、一体的に実施して差し支えないこと。 

２ 「対象機械等の構造」には、ボイラー及び第一種圧力容器等の場合いずれの機械等の構造も含まれること。 

３ 「工作及び試験方法」には、放射線検査、超音波探傷試験、磁粉探傷試験、浸透探傷試験及びひずみ測定試験に

関する事項、品質管理方法が含まれること。 

４ 「附属装置及び附属品」には、自動制御装置に関する事項が含まれること。 

５ 「関係法令、強度計算及び検査基準」には、安衛法第 47 条第３項に規定する方法に関すること、検査方法から

生ずる危険を防止するために必要な措置、検査に係る事務処理及び検査員としての心構えが含まれること。 


